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第三編紗塩制度之縦的研究
第一章交引塩制
入中折中興交引塩制釈義
一 入中之鴨矢輿利用茶塩折博之{畠議者
一解塩之通商輿折博
安積幹夫
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(1)宋初解塩東西南三区之通商制度 (2)侠西州軍入中之優潤則例及紐葬
穎塩方法
四東南塩之通商輿折博
五川塩河東塩闘広塩之折博
(1)川塩 (2)河東塩 (3)聞広塩
以上，広島経済大学「経済研究論集」第18巻第3号
ハ折中倉輿塩之折博
(1)折中倉建置之信議者及其建置年代 (2)折中倉之規制j及入中支塩則例
第二章引妙塩制産生存在輿時代需要
入中制度之来由
以上，広島経済大学「経済研究論集J第18巻第4号
一折中制度之来由
一 引童書塩制産生之歴史因素
第三章沼祥妙塩制
活祥鯵塩制産生之条件
一 斑祥及其室長塩制
第4号(経済学・経営学編)
(1)11祥之略歴 (2)沼祥紗塩制
活祥童委塩制推行之阻力及其推行之効果
以上，広島経済大学「経済研究論集」第19巻第l号
沼祥妙塩制成功条件之分析
室長塩制之変遷輿類壊
醇向対於解塩之措置
(1)罷州県征収塩課 (2)減沿辺八州軍奮塩価 (3)改善畦夫待遇減少畦夫
数額 ( 4昨小紗売解塩 (5)即永輿軍置売塩場
照豊問診法之類痩
(1)照寧末室長法額慶之概況
哲宗時妙法之概況
(1)確定解塩診歳額為二百万縄 (2)険西沿辺八州軍奮塩復活祥!日制j
以上，広島経済大学「経済研究論集」第19巻第2号
室長塩制変遷輿類壊之部釈
室長塩制及其功能之転変
室長塩制功能転変之外観
(2)照寧十年之改革 (3)改妙以後之状況
第19巻
四
第四章
四
第五章
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以上本号
(3)崇寧大観間之貼納
(5)大観末之改革
童委塩制転変之因素
崇寧初措置妙法之講議可
附都省講義司提挙詳定参詳官姓名表
崇寧大観閲之室長塩制
(1)察京改妙法之鴨矢 (2)買妙所之設置輿換妙法
対帯循環法 ( 4)奈京崇寧間対於妙法之其他措置
政和宣和問之鯵塩制
童委塩制屡変之効果輿影響
南宋妙塩制度之推広
南宋国用輿童書塩制関係之概観
(1)南宋国用置乏之一斑 (2)室長塩制対於南宋財政上所負之任務
准漸塩妙法之粉更
(1)准漸塩室長制之屡更 (2)倉場支塩昔話度之罷復
関塩童書i!lIJ之推行及其罷止
(1)福建鯵塩制輿室長塩銭 (2)妙法再行於福建及其罷止原因之剖析
両広客室書官般之起イ卜
(3)准漸塩之加鏡
一一一
五
四
??
?
四
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(1)両広塩官売通商之経過
越関萄塩引制
(2)広西客室安官般屡罷屡復理由之探討
五
第七章
一一
(1)超開及其引塩法
結論
(2)越開引法之功効及其流弊
紗塩銅l輿官般官売制対於宋代財政上所負任務之比較観
紗海銅l之発展輿時代需要之関係
従童書塩制研究所得之制度観
なお翻訳するにあたって， 前回迄と同様に今後も著者の見解を正確に伝
える必要から，著者が引用している「漢籍からの引用文Jは， そのままの
ものを掲載する。 また今回も素訳を戴いた沙鄭軍氏に感謝申し上げ、たい。
四 紗塩制の変遷と崩壊の分析
吾々は沼祥死後の解塩紗法の大略の情況について既に明解にし， 崩壊及
び改革情況についても既にその概要を得た。ただ吾々の目的は，専らその
経過情況を明解にすることにあるのではなく，探究したし、ものは， その動
的な方面に特に重点を置き.m;祥の紗法は良いのであるが， なぜ、長く久し
く維持できなかったのか?なぜ改革しなければならなかったのか?吾々は
その経過情況を明解にし これらの問題に関しては当然その一部分を理解
すべきである。 しかし全部の理解を欲すれば，則ちこのような簡単なもの
ではなく， 吾々は必ず当代の社会背景及び各方面の関係を明解にしなけれ
ばならない。
旧史家の見解は，大体みな政を行うには人が在り， その人が存在すれば
則ち政は挙がり， その人が亡くなれば則ち政はやめられると考えられてい
た。妙塩制度が能く効果を収めたのは，活祥の才能によるところ大と認め
ることができる。確かに蒐祥は創制の才能があり，能く現実を把握でき，
かつまた時代の需要によって創制はこの種の目的に適応していた。 この方
面について， 吾川土政を為すに人を得て， その後にこの種の結果を得たこ
とは認めるが， しかし遂行するに当たっては，創制の初めは難しいが， 己
に成功している法を守って， また歩き， また走れば則ち難しくない。ただ
60 第19巻第4号(経済学・経営学編)
A祥の良好な妙塩制が差し当たりあるのに，なぜ常規によって実施できな
いのか?なぜ改変しなければならないのか?吾々は制度そのものの中味
が，所謂良いのか良くないのかとL、う疑問を発するのを免れない。換言す
れば，制度自身が所謂良いのか良くないのか，その社会の需要に適応して
いるのかどうかを見なければならない。制度は能く一時の需要に適応でき
るが，必ずしもそれが永久に世々代々適応できるものでもない。時が移り
世が変われば，以前の所謂良い政策が必ずしも良いものではなく，改変し
なければならなくなる。著者は沼祥の紗塩制に対しでもまたこのような観
点を用いる。
吾々がまず最初に明白にしなければならないのは，社会現象は動態的で
あるとし、うことである。すなわち制度は時代に従って転移し，その需要も
また異なる。ひとたび、成って全く変わらない制度は，各時代の変化する需
要に適応することができず，従って必ずその制度というものは時代の需要
に従って発展し，然る後にその効果をはっきりと見てとることができる。
活祥の妙塩制が良いのは，宋の仁宗の慶暦8年以後の社会に適応している
ことである。すなわち，その時は丁度宋と西夏の講和の後で双方の国力は
疲弊し，正に休養，鋭気を養い，辺境も安んずべき時であった。沿辺の宋
兵は或いはその数額を減少し，或いは内地に就食して謁糧の需要の費用は
大きくなく，その供給は調節することができた。解塩紗法と辺防は根本的
には密接な関係にあり，仁宗の慶暦5年(1054)に(李)元美が宋の冊命
を受けてから，英宗の治平2年(1065)に至るまでの20年間は，陳西辺境
では大体平穏であったと言える。この期間に塩政を主宰した沼祥-醇向は，
社会環境を通して有利な条件が提供され，この有利な条件を利用しての制
置は少しばかり適切であり，勿論良好な結果を得た。
北宋の英宗の治平3年(1066)以後に当たって，夏人は旧態が現れかけ
て， 1宋史J13英宗本紀によれば，この年宋は，即ち夏国が和約に違反し
て屡々辺境を侵していることを責めている。神宗即位以後に至って，宋と
夏との聞に大規模な衝突が再び起こり，とくに照寧3年(1070)は激しか
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った。これより以後，ずっと宋の徽宗の崇寧年間に至るまで戦いの無い年
は全くなかった。その為に沿辺では警戒をする期聞があり，求められる糧
草は平時に比較すれば大きくなった。この種の情況の下では，当時の需要
に応副するために，塩紗がおのずから多く出されることは免れ得なし、。従
って吾々は，その結果をもって制度が良いのか，或いは良くないのかを論
ずべきでなく，良くないことを引き起こした原因を探究すべきで，その良
くないことを引き起こした各方面の関係を探究しなければならない。すな
わち，制度が良いのか良くないのかというのは，単にひとり制度自身の内
容を観察するだけでなく，この種の制度が存在した当時の環境を観察しな
ければならない。要するに，この種の制度が変遷した必然的な趨勢を明解
にしなければならないのである。
大体これについて言えば，紗塩制の変遷と崩壊は，辺事の緊張と錦糧の
需要量が巨大になったことによってやむなく塩紗を多く出さざるを得ず，
紗が多く出れば供給と需要のバランスが悪くなって妙価が賎しくなり，こ
れが一般的な情況であった。しかし一層探究を加えれば，その原因はまだ
これだけに止まらない。沼祥の紗法の崩壊を考えると，醇向が解塩を制置
した時に己にその兆しが見えていた。醇向の在任時の解塩は，ただ糧草の
懇買に応副するのみではなかった。『宋史~ 328醇向伝によれば，醇向は当
時険西・原・滑州で場を置いて馬を買っており，買い上げる馬の数は一年
で10，000頭であって，この10，000頭の馬の代価の支出は塩から出していた。
昭陵が復土して銭糧50万貫石を用いても三司は供給できず，醇向はまた不
足の数を挙げて献じ，厚陵の工事費もまた同様に献納して，これらの銭糧
もまた塩から取った。民間の売塩の数には常額があるのに，一方では辺境
で急があって紗は既に多く出され，またその上に買馬，陵寝の費用が増さ
れ，みな塩からこれらの資金を取れば，則ち塩診の出はどうして濫発にな
らないであろうか。しかもその濫発は一朝一夕にして為されたものでなく，
制詳見『宋史Jl15及16神宗本紀又巻17・18哲宗本紀宋夏衝突之事，墳環不欲転
録。
62 第19巻第4号(経済学・経営学編)
その発生は次第にして，醇向がその発端を聞き，照寧末に至ってその極に
至った。その崩壊はすなわち徐々に重ねられ，必然的な趨勢であった。紗
は既に濫発され，しかも価格が賎しくなるに及んで、，照寧10年に皮公弼等
はやむを得ず徹底的な整理をし，旧紗を収買して別に新診を出し，旧診で
請出したところの塩は貼納の法を行った。これは民の生活に影響はあるが，
ただし一種の必然的な措置である。皮公弼本人は，司馬光の評論によれば，
(26) 
一人貧しし、殺滑な人物であるが，当時の措置はまたこの様にしなければな
らなかったようである。
妙法の変遷と辺患との関係を説明したい為に，特に1祥以後の解塩紗の
歳額と険西沿辺とに関係する大事を表に列して対比して次の様に示す。
朝代 年代
始定解塩妙歳額
沿辺大事
(以締為単位)
仁宗 1. 663， 400 自嘉祐3年沼祥復起為制l置解塩使
(宋会要食貨24元祐元年 始，至嘉祐8年，侠西辺境委安無
嘉祐 中
10月6日戸部奏，同書食 事。
貨23の9謂旧額一年塩童書
酌中出一百六十六万，蓋
挙其大数)
英宗 元年1月乙亥科険西戸三了之一期l
治平元年
為義勇軍，凡十三万八千四百六十
五人，各賜銭二千，諌官司馬光累
上ずし諌之，不允。
二年 2年8月丙辰院西置壮城兵。
是歳遺使以違約数震責夏国，諒詐
三年 献方物謝罪。
(以上宋史13英宗本紀)
四年
2，300，000 
(宋会要食貨23の9) 
同按司馬光『司馬文正公伝』家集33有言皮公弼街子謂「窃見尚書都官員外郎皮公
弼為吏之処，以貧饗致富，資性放猪，善為進取，在京師則造請不倦，在外則書啓
相尋」。又言皮公弼第 2 街子亦云「其貧汚詔偽，貝IJ~有其比J，則皮公弼本為一小
人。
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神宗 元年8月乙卯賜河東及邸延路転運
照寧元年
司空名言告勅，募民入粟実辺。
12月庚戎賜夏国主乗常詔，許納塞
門，安遠二砦帰其綴州。
2年3月戊子乗常上誓表納塞門，
安遠二砦，乞緩州，詔許之。
10月城緩州，命郭遠選将置守具，
二年
遠遺越高交夏人所納安遠，塞門二
砦，就定地界，夏人議初盟，高請
城緩州，不以易二砦，因改名緩徳、
滅。
(以上宋史14神宗本紀)
3年8月己卯，夏人犯大順城。
是月慶州巡検銚児敗夏人於姦原
隼，鈴轄郭慶，都監高敏死之。
三年
10月辛酉，詔延州母納夏使。
11月甲辰夏人冠大順城，都監燕達
等繋走之。
12月庚午夏人憲鎮戎軍三川砦，巡
検越普伏兵重量撃敗之。
4年正月己丑，仲誇襲夏兵於曝JC
北，大敗之，遂域曜冗，自是夏人
日;衆兵為，報復計。
四年 3月丁亥，夏人陥撫寧集。
4月壬戊遺環慶都鈴轄弁費以兵屯
郊湿河中以備西夏。
9月庚子，夏人入貢。
6年 2月辛卯夏人窓秦州都巡検劉
惟吉敗之。
6年11月26E，詔三可於永輿・秦
鳳等両路毎年封椿解塩銭内，借室参
六年
計百万締付秦鳳等路転運司市計置
照河糧草，仰許詳酌辺儲随緩急処
増損三司所定童書価銭。
27日詔湿原路年例外，益以塩童委銭
二十万繕，付経略司市糧草封椿。
(宋会要食貨39の24)
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2.200.000 8年4月葵卯以1t徽北院使張方平
八年
(宋会要食貨23の9) 判永輿軍，分秦鳳路兵為四将。
5月甲子分環慶兵為四将。
7月戊子分湿原兵為五将。
9年1月己卯包順等破鬼章兵於多
九年
移谷，壬午，鬼章窓眠州，知州種
誇等敗之鉄滅。
(以上宋史15神宗本紀)
10年1月15日三司言険西以今歳秋
回倍豊，物餅至賎，今欲乞更支借
十年 銭六十万貫，分給両路宋時薙買の
令三司就近印抄給付従之。
(宋会要食貨39の27)
2.300.000 元年8月5日三司借明年解塩妙五
(内永輿軍府等路八五 十万縛付険西路都転運司市糧草。
二.0五O.秦鳳等路一， 9月15日詔の令三弓支解塩紗五十
元豊元年
四四七，九五O。又総歳 万緒付挟西路転運司糧草。
額二百三十万絹内，三十 (宋会要食貨39の30)
万緑買馬二百万繕薙買糧
草，見宋会要食貨物23の
9 ) 
2.420.000 2年8月丙申朔夏人憲緩徳域，都
(宋会要食貨23.謂此額 監李鴻敗之。
二年
自元豊3年始，所増量多額， 辛丑分j亙原路兵為十一将。
一十二万貫，一半令三司 (宋史15神宗本紀)
封椿，一半輿険西都転運
司移用。)
4年秋7月庚寅西辺守臣言夏人囚
其主乗常，詔険西河東路計之。
丁未，大軍進攻米脂砦。
8月辛酉，夏人窟臨川隻，詔董藍
会兵伐之。
丁丑，照河経市j李憲敗夏人於西市
四年 新城。
庚辰，又襲破於女遮谷。
庚戊，夏兵救米1旨砦，盛事延経略副
使神誇率衆撃破之。
辛亥，神誇又敗夏人於無定川。
10月丁巳米脂砦降。
庚申，鼎、河兵至女遮谷輿夏人遇，
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戦敗之。
乙丑， 7亙原兵至磨移盤遇夏人輿其
統軍梁大玉戦，敗之。
庚午，環慶行営経略使高遵裕復通
遠箪，枠誇遣曲珍等領兵通黒水安
定量路，遇夏人輿戦，破之。
乙亥，李憲敗夏人於屈呉山。
丁丑，曲珍輿夏人戦於蒲桃山敗之。
1月了亥，諸軍合攻霊州，神誇敗
夏人於黒水。
巴丑，李憲敗夏人於選遁JI。
辛卯，仲誇降横河平人戸，破石釜
嫌。
辛丑，師還。
笑卯， 7歪誇至夏州索家平，兵衆三
万人，以無食而潰。
丙午，高遵裕以師還，夏人来追，
遂演。
5年正月辛亥，詔再議西封，以照
河経制李憲為淫原黒河蘭会安撫制
置使，李浩権安撫副使。
3月壬寅邸延路副総管曲珍敗夏人
於金湯。
6月辛亥朔，環慶経略司遣将輿夏
五年
人戦破之。
戊寅，曲珍等敗夏人於明堂川作天
源河。
9月丁亥，夏人三十万衆窟永楽，
曲珍戦不利，稗将窓偉等死之，夏
人遂圏域。
乙未，詔張世矩等将兵救永楽砦。
戊戊，永楽陥。
6年2月丁未夏人数十万州攻蘭州
鈴轄王文郁率死士七百余人撃走之。
3月辛卯，夏人定蘭州。
丙申，河東将醇義，敗夏人於霞遭
六年 西嶺。
戊戊麟府州将郭忠詔等敗夏人於包
離抑部。
己亥，河東将高永翼敗夏人於真郷
流部。
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4月甲子，李浩敗夏人於巴義難。
5月甲午，夏人定蘭州，右侍禁章
定死之。
是月，夏人窟麟州，知州砦虎敗之。
6月乙亥朔，夏主乗常請修貢許之。
戊寅，詔挟西河東俳朝[出兵。
7年正月葵丑夏人憲蘭州，李憲等
撃走之。
5月葵巳，夏人憲延州，安塞隻，
将官呂真敗之。
6月丙子，夏人憲徳順軍，巡検玉
友死之。
七年
9月乙丑，夏人囲定西城，照河将
秦貴敗之。
10月乙亥，夏人定県、河。
乙未，夏人定静辺砦.i，霊原将彰孫敗之。
1月了酉朔，憲清辺砦，閣寺白玉，
李貴死之。
甲辰夏国主乗常遺使来貢。
(以上宋史16神宗本紀)
哲宗 2.000.000 元年2月庚午禁辺民輿夏人為市。
庚辰，夏人入貢。
元祐元年 5月，庚申，夏人来賀通位。
7月，乙丑，夏国主乗常卒。
庚午，夏国遺使賀坤成節。
2年正月ZA封業常子乾順為夏国主。
3月戊辰，夏人遺使入謝。
5月葵丑，夏人園南川砦。
7月辛亥，夏人定鎮戎軍。
8月葵巳，以夏国政説主幼，強臣乙
二年 遁等捜権逆命，詔諸脱出臣厳兵備之。
辛丑.i笠原言夏人憲三川諸砦，官軍
敗之。
9月己未，夏人憲鎮戎軍。
3年3月乙亥，夏人窓徳静砦，将官
三年 張誠等敗之。
6月辛丑，夏人定塞門砦。
四年 4年正月甲申，以夏人通好，詔辺
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将舟生事。
2月乙卯，夏人来謝封冊。
12月甲寅，減量事延等路，El(;兵帰営。
五年 5年 7月乙酉，夏人来議分画彊界。
6年 4月辛丑，夏人冠照河・蘭眠
-鹿E延路。
六年 8月乙卯，夏人定懐遠砦。
閏8月壬戊厳筋侠西河東諸路辺備。
9月丁亥，夏人定麟府二州。
2月丁卯詔険西河東辺要進築守禦
城砦。
七年 8月己未，詔西辺諸将厳備母軽出
兵。
10月了卯，夏人憲環州。
8年4月了未朔夏人来謝罪，願以
八年 蘭州易寒門砦不許。
(以上宋史17哲宗本紀)
紹聖元年 元年正月丙申，夏人遺使来貢。
3年 2月葵亥，出元豊庫緒銭四百
万於険西，河東薙辺儲(巳見前)。
了亥，夏人憲義合砦。
三年
3月葵巳，夏人囲塞門砦。
8月辛酉夏人窟寧順砦。
10月壬戊，夏人憲郎延延陥金明砦。
戊辰，詔被辺諸路相度城砦要害，
増厳守備。
4年正月甲午j豆原路鈴轄主文振敗
夏人於没煙峡。
2月丙寅，夏人定緩徳、域。
3月壬戊，夏人犯麟州神堂隼出兵
討之，及進築湖山砦。
庚午，夏人大至霞差城下，知石州
四年 張構等撃走之。
辛巳，西上関門使折克行破夏人於
長破)1。
4月庚子，知保安軍李祈伐夏国，
破洪州。
壬寅，環慶鈴轄張存入塩州，停Z設
甚衆，及還，夏人追襲之，復多亡
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失。
甲辰，置克戎砦，平夏城置霊平砦。
6月了酉，環慶路安彊砦滅。
8月乙卯，出元豊庫繕銭四百万付
侠西広薙(巳見前)
元符元年 是年十月三省言解州塩 元年2月戊申知蘭州王舜臣討夏人
池為水衝注。 於塞外，築輿平城。
(宋会要食貨24の32) 3月丙辰，米脂砦域。
10月，己亥，夏人窟平夏滅。
(以上宋史18哲宗紀)
以上の表に列した宋と西夏との紛争事実を見て吾々は，解塩紗の歳額は
英宗の治平以後に増加し，増加したあとは大幅に減少することはなく，そ
の増額の主要な原因は辺境の不安定ということを明瞭にすることができ
る。沿辺の糧草は需要が急であり，解塩は険西の躍買を応副する主要な資
源であった。従って歳額を決して減少することはできなかったのである。
元豊 4，5年にやはり戦時があったのに，なぜ李稜はまた紗額を減ずるこ
とを請うたのか?三司が劃酌して給紗した時に，妙額の半分を減じたその
理由はどこにあるのか?これらの問題に対して，幾つかの方面に分けて説
明することができる。すなわち，照寧以来室長、価が安いことによって受けた
影響は極めて大きく，能力を出しつくして努力はしたが，初めは虚童少を収
めることしかできなかった。以前の教訓がまだ自の前にあるのに，自ら再
び前轍を踏んでもらいたくはない。時に乗じて治めても，もっと発展すれ
ば制止できなくなってしまう。これは一方面の理由である。その次は則ち，
神宗は歴年の恥辱のために苦患して，何かの方法で報復することを考えた。
元豊庫を設置して，諸路の蓄積，残余の分及び常平銭物をもって，すべて
封椿のものとしてこれに納めさせた。即ち，有事の際の準備となしたので
ある。しかも国家の財賦は，王安石の整理を経てなお余りがあって，必要
(2わ
時には応副できた。紹聖3，4年の陳西河東方面の纏買の銭は，即ちここ
より出しており，当時は確かに余りがあることは証明できる。元豊5年に
制元豊庫可参考『宋史J165職官志太府寺下。
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解塩で軍儲を計置するのに診は半減し，隈西の糧草の羅買に応副するのに，
『宋会要』食貨24元豊 5年 8月3日の条によれば尚書戸部の方法は「其逐
路薙買糧草銭，即於減罷椿還快西見銭鈴末塩銭内，障分数輿逐路令商人入
便」とある。これは則ち当時はまだ方法はなく，特殊な情況であって，吾
々はただこれを例外として見なくてはならない。
要するに，活祥以後，妙法は日にBに衰壌に趨ることとなるが，何も揮
るところはなし、。衰壌の主要な原因は，童書の濫発であり，濫発によってそ
の価格は安くなった。濫発の原因は，一方面は辺事の多発であり，別の一
方面もまた妙を用うるに全く節制がなかったことであった。元豊初年に飢
甚を救済するために塩紗を用い，軍需の国計も塩診が資けないことはなか
(28) (29) 
った。陳西路の軍兵の給料もまた半分は塩紗を与えており，その濫発の様
子はこのようで，妙法の衰壊は当然の帰結であったと言える。
第五章紗塩制及び其の機能の変転
- 動塩制の機能変転の外観
北宋の引紗塩制は，宋初から始まり宋の哲宗の時に至って止められた。
主に沿辺の糧草の薙買を応副するものであって，従っておよそ制度の変更
は，根本的に辺患と一息一息が関連を持っている。辺事の緊張によって，
糧草の需要の急迫と浩繁さを引き起こし，再び急需による糧草の価格高騰
を引き起こすことによって，その代わりとして紗と塩の価格が下がった。
宋の徽宗以前にあっての解塩制度の屡々の更改は，みな畠糧と塩価の均衡
を維持するためで，必ず供給が不足しないように努め，軽すぎたり重すぎ
たりの弊には至らなかった。吾々が宋の徽宗の崇寧以前の引紗塩制を探究
(刈北宋張舜氏『画境録』巻 11逮至照寧，辺事精勤，用抄日増，元豊初年，賑機
亦用，自爾軍需届計，無所不資，商貫入京価折，於金部歳出見銭三千万貫 (1千」
字恐為「十」字之誤)買抄以権，見銭不継，抄法駿削，治塩水冷，解池遂失所利，
原天時人事，符会如此良可歎息。j
例 『宋会要』食貨24紹聖3年10月4日戸部言「欲依都省街子，応隊西路軍兵康銭，
取情願許半給塩紗」。
70 第19巻第4号(経済学-経営学編)
してみれば，以上のような結論を得られる。
宋の徽宗の崇寧以後に至って，察京が政権を執ってから大いに紗法を改
め，その情況は以前とは遥かに異なっている。鈴塩銭を国家の主要な収入
として，紗塩制を東南で極力推行し，東南六路のこれまでの官般官売の制
を廃止し，塩利の収入はすべて中央政府に集中するようにした。権貨務が
紗塩銭収入の総元締となり，鈴塩銭の用途はただ沿辺の纏売にしか応副す
るのではなく，軍事の需要，宮閣の服御に至るまで大半は塩から資金を取
った。塩賦が国家財政上に占める任務は，これから以後益々顕著で，益々
重要なものとなった。宋の徽宗以前にあっては，塩賦の収入は少なくない
が，その用途は局部に限られ，官般官売制度の下での塩は，主に地方の歳
計に応副されていた。例えば東南准新の塩は， w宋会要』食貨23の10に載
したその歳額によれば，
「末塩六百七十九万五千四百四十貫二百六十文，収到銭除有応副准漸
買塩支用銭外，並係赴軍資庫送納妙銭。祖額二百四十万四千三十四貫五
百文，其紗額銭準勅封椿，準備支還河北糧草価銭。」
とある。
則ち，東南准漸の塩で沿辺の薙買に応副するものは，総数の1/3有奇に
過ぎない。その他の闇・広・川塩は，大凡全部を地方歳計に応副していた。
崇寧年聞に奈京が改制して以後，東南六路の官般法は廃止されて客室舎が通
用し， r塩紗壷帰於権貨務，不在州県」とある。
北宋末南宋初の人胡安園の『他民篇』によれば，
「祖宗時，以義為利，四海無困窮之苦，天禄永安，所利大会。姑以塩
法論之，行於西者，輿商買共其利，行於北者興編戸共其利，行於東南者，
輿漕司共其利，大計所資，均及中外，所謂以義為利也。崇寧首変此法，
利出自然者，禁而不得行，則解池是也。利在編戸者，皆入於官府，則河
(1) 此為南宋陳待良語見『止粛文集J20吏部員外郎初対範子第2，又第52棲鋪所撰
宋故宝護関待制贈通議大夫陳公神道碑，亦引此語，此神道碑見棲鋪攻塊集950
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朔是也。利通外計者悉帰於朝廷，則六路是也。」
とある。
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胡安国のこの語は，崇寧以後の紗塩制の精神と崇寧以前のそれを極めて
簡明に説明しているものである。胡安国の前の大観4年(1110)に侍御史
毛注の奏があり，これもまた参考として提供できる。
「崇寧以来，塩法頓易元豊旧制，不許諸路以官船廻載為転運司之利，
許人任便用妙請塩，般載於所指州県販易，而出売州、|県用為課額(下略)J
とある。
また言って，
「朝廷自昔謹三路之備，糧儲豊溢，其術非他，惟妙法流通，上下交信。
東南末塩銭為河北之備，東北塩為河東之備，解池塩為陳西之備，其銭並
積於京師，随所積多寡給量安於三路，至京半支見銭，半支銀紬絹。陳西解
塩紗則請解塩，或迂給妙，亦以京師銭支給。惟積銭於京師，紗行於三路，
至則給銭，不復滞留。当時商旅皆悦，争運糧草，入於辺郡。商買既通，
物価亦平，官司上下，無有二価，斗米止百余銭，束草不過三十，辺境倉
慶，所在盈満。自崇寧来，紗法屡更，人不敢信，京師無見銭之積，給紗
数倍於昔年。紗至京師，無銭可給，遂至紗直十不得一，辺郡無人入中，
薙買不敷(下略)J
とある。
毛注のこの奏は，察京を弾劾するためにその辞は若干甚し過ぎるが，察
京が妙法を改めた結果については下文で再び討論を行う。ただ毛注が，察
京が妙法を改めたのについて論じて以後，その制は以前のものとは違うこ
と，則ちこれは極めて明白な事実である。
要するに，崇寧以後の紗塩制は，その目的はみな沿辺の濯買を応副する
ことではなく，客室安の法を用いて塩息銭を中都に集中させて，転運司の支
(2) 原文見胡寅『斐然集~ 25先公行状，喧案 胡安国字康侯，誼文定，建州崇安県
人，胡寅其子也。紹興元年12月除兼侍講，安国辞，不許，献時政論，遂行，他民
篇即其中一篇也。
(3 ) 倶見『宋史~ 182食貨志塩中。喧案・ー『宋史~ 348毛注伝注字聖可，衡州西安人。
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配権を失わせることを考えていた。同時に「貼納Jr対帯Jr循環」など種
々の方法で商人から搾取し提挙塩事司が則ち州県を督促して歳ごとに季
額を比較させる令を厳しくしこれをもって中枢の「貫朽銭流」の目的を
達成させることを求めた。商買の「折閲」と人民の労苦と怨嵯に対しては，
則ち顧りみない。察京の紗法の弊害はここにあって，彼が後世の人々から
唾罵された原因もここにある。
しかしながら，この種の変転についてもその理由はあって，吾々は奈京
個人かその徒党の者を答め，全部を彼のせいにはしない。そこでその跡を
たどって，その変転の原因，及びその変転の時代の要求を探究しなければ
ならない。換言すれば，即ち当時なぜこのような改制をしなければならな
かったのか。察京個人について調べなければならないが，同時にやはり察
京がこの種の改制を措置したその時代背景を理解しなければならなく，所
謂人を知って世を論じ両者ともにみな同様に重要なことである。いま，
その変転の原因を更に探究してL、く。
二紗塩制変転の要因
変転の要因について，いま二つの方法に分けて説明する。一つは環境方
面で，時代の要求に即して変化しなければならない。一つは人事方面で，
時代の要求に適応する過程の中で、新たに欲望と欲求とが生まれ，変遷の中
で必然的に憤出されるものである。
(1)環境方面 解池は元符元年(1098)の秋雨のために壊れ，凍水河，挑
遅渠，奨家堰などの所には人々が南岸を盗決して淡水が解池に入れられた
ので，塩の生産ができなかった。解池はすでに欠産し，もとの解池の通行
地分には，元符元年10月17日に詔して京東，河北塩を許し，険西路にはま
た河中府解州、|の諸小池の塩，同華等州、|の私的な土塩，階外|の石塩，通遠軍，
眠州の官井監塩を通行することを許した。塩池は既に壊れ，解塩をもって
( 4) 見『宋会要』食貨24元符元年10月1日三省言，及元符2年9月1日右司郎中徐
彦学言。
(; ) 見向上。
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基礎と為していた紗塩制度は根本から動揺した。塩によって紗を出すが，
診があっても塩が無い。沿辺の薙買は勿論問題となって，商人が得た紗は
如伺に処置するのであろうか?変法しなければ時代の要求に適応できな
い。解池の欠産の初期には，政府の方があれこれ迷って施策がなく，従っ
て屡々その制を変え，m;祥の旧制に回復しないしまた古いものを退け，
それかと言って新しいものを創出することもしなかった。『宋会要』食貨
24崇寧元年7月29日の臣僚の奏を見れば，
「険酉用解塩為紗，活祥|日法，以紗代銭，免重曹乾没之患，以銭薙買，
無佑債高下之弊，後来増損，寝失元意，中間巳五立法，塩池之壊，亦四
改更，今巳五歳， (1098-1102)，又三変易，民間無所適従，毎ー改更，
法未及行，紗未及用，辺商入中方在道，己復変会。況為五六令 (1令」
一作「合J)同川交子以乱之，縦私士塩以奪之耳目!願詔有司，講求旧法，
無容軽改，則民悪不惑，久而無弊。j
とある。
これによって当時改易が多く，しかも終始良い方法がなかったことを知
る。この種々の改易の試みは，その過程の中で必、ず出てくるが，ただ崇寧
元年の環境では，活祥の旧制に回復することが不可能ではないことを，一
般の臣僚は殆どまだ理解していなかった。活祥の紗塩制が根拠とした基礎
は巳に改変され，昔の制度で如何にこの時の環境に適応できるのか，だか
ら奈京の改制は，実は環境の需要から出たものである。
( 2)人事方面 人事方面では，まず先に察京個人について少し明解にしな
ければならない。察京がやったことについては『宋史JI472の察京伝にあ
るのでここでは詳及しない。ここで説明したいことは，葉京と紗塩制に関
する方面で，特に察京の変法の目的，及び彼がやむを得ず変法を実施した
種々複雑な要因に重点を置く。『宋史』本伝によれば，察京は崇寧元年に
曽布に代わって右僕射と為り 2年正月に左僕射に進んで，彼の措置は崇
寧元年から始められ，宗室・冗官-国用・荷旅・塩沢・賦調・牧罪などの
大政は，みな彼が設置した「講議司Jから出された。「講議司」は一つの
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設計機関と為り，設計を主宰する人物は多く察京の徒党であったが，察京
一人で決めることではなかった。「講議司」については，下文で別に述べ
ることとする。「講議司」の措置は，当然察京の同意を必要とするところ
であり，史籍では京と言われているが， I陰託紹述之柄，持制天子」とあ
って，実は京は未だ曽て自分の行為を欲してないことはなかった。彼が為
したことが時代の要求に適応しているかどうかに至っては別のことで，こ
れについても下文でまた論述する。
察京本人は，実はひたすら大事を為して功をあげようとする人物で，紗
法の改更が当時の需要に適応したので，同時に彼の目的もまた「欲嚢括四
方之銭実中都，以誇富彊而固恩寵」であった。馬端臨の『文献通考124国
用考2の言によれは，
『徽宗崇寧後，察京為相，増修財利之政務，以修康惑人生，動以周官
「惟王不会」為説，毎及前朝愛惜減省者，必以為随。至於土木営造，率
欲度前規而修後観，元豊官制既行，賦禄視嘉祐治平既優，京更増供給食
料等銭，於是宰執皆増。京又専用豊亨譲大之説，諌悦帝意，始広茶利，
歳以一百万絹進御，以京城所主之，於是費用寝広。其後又有応奉司，御
前生活所，営繕所，蘇杭造作局，御前人船所，其名紛如，大率皆以奇修
為巧。歳運花石網，一石之費，至用三十万絹，牟取無芸，民不勝弊。時
用度目繁，左蔵庫異時月費縄銭三十六万縄，至是，街為一百二十万揮。
又三省密院吏員獲雑，有官至中大夫一身而兼十余俸者，故当時議者有俸
入超越従班，品秩幾於執政之言。吏禄濫冒巳極。以史院言之，三省供検
吏，三省幾千人(燈案-通考原無「吏」字，葱拠宋史179食貨志会計所
増)。奈京又動以筆貼於権貨務支賞給，有一紙至万婚者，京所侵私，以
千万計(下略?』
(6) W続資治通鑑長編』拾補22崇寧2年12月丁未条注引『通鑑』続編語。燈案南
宋翠波文「忠恵集』附録孫繁『重刊翠氏公巽』埋銘亦謂， 1崇寧初宰相察京…・
欲嚢括四方之銭，護実中都，意欲謂帝非相市 (1市」疑「京」之誤)，他人莫能給
用，則己可固位擦姦。」其意亦同。
(7) 此文在『宋史~ 179食貨志会計亦有所載，惟詳略輿『通考』互異。燈案 越翼
(次頁へ続く)
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とある。
これをみれば奈京の人柄が想像できる。すなわちひけらかしを喜び，誇
張を好み，財費を大切にする心が全く無く，もっぱら物欲と生活の奪修を
もって皇帝を惑わし，優遇な厚俸をもって僚属を語い，これをもって皇帝
の寵愛と信用を広くしこれをもって朋党の支持を得ることを欲した。宋
の徽宗は，初期にはなお節約を知っていたので、頗る誇言を恐れていた。宋
の周揮の『清波雑志』巻上に記載された徽宗は，玉堤や玉置を用いている
ことを見れば分か手:このあと君臣は交々に贈り物をして，極めて奪修淫
療となり，察京の住宅がまだ完成していないのに，徽宗は紫羅を万匹賜っ
て情幕を製造させ，察京本人も権貨務の数十万帽を取って徽宗に献じた。
『宋史Jl472禁京伝に，奈京が『抜故吏謀伯詔領権貨，造料次銭券百万縄
進入，徽宗大喜，持以示左右目， r此太師興我奉料也」。擢伯努至徽猷閣待
制，京毎為帝言「今泉幣所積，高五千万JJlと言っている。奪t多の様子は
『二十三史街記25南宋取民無芸条云ー 『至徽宗時，禁京当国，専用豊亨強大之説，
盛惑上心，動引周官惟王不会為詞，遂至取民無芸，是時賦税之外，有御前銭物，
朝廷銭物，戸部銭物，衰数各不相知，態行催索。又「有大礼進奉銀絹，有謄学羅
本銭j，(燈案此二語見 r宋史J434奈幼学伝)J亦可参考。
又南宋劉時挙『続通鑑J14嘉定9年12月条載江東計度転運副使真徳秀附奏論辺
事1"(上略)自察京{昌豊亨濠大之説，玉繭開応、奉亨上之門，専以淫修盛上心，奪
扉豪国用，土木之功，窮極盛麗，花石之貢，毒遍江南，甚至内庭曲宴，出女楽以
娯霊臣，大臣入侍，飾朱粉以供戯笑，於是荒嬉無度，而朝政大壊集。 ー 政ー宣小
人，専務緊数以揺根本，朱動以貢奉搭新右，李彦以括回困京東，奈京改紗法而比
屋嘆怨，王櫛創免夫銭，而諸路騒動，人不柳生，散為盗賊，難徴夷狭，亦必有粛
騒之憂。(下略)j此難非専指奈京之措施而言，然、可以見宋徽宗時之修膜，輿剥削
之出於必然、。
(8 )宋周揮『清波雑志』巻上『徽宗嘗出玉竣玉后以示輔臣日， 1"欲用此於大宴，恐
人以為太華j，京日.1"臣昔使虜，見有玉盤蓋皆石晋時物，指以示臣，謂南朝無此，
今用之上嘉，於理無嫌。」徽宗日.1"先帝作一小台数尺，上封事者甚衆，朕甚嘉之，
此器巳就久会，纏人言復興。J京日.1"事有当於理，人言不足卸也。陛下当亨天下
之養，区区玉器，何足道哉j.其不能忠，大率如此。」燈案ー明醇応、勝『宋元通鑑』
48崇寧元年7月戊子条亦引此事。
(9 ) 宋荘縛『難肋編』巻中「時其居尚露土木，賜紫羅万匹，使製椿幕，而京之献遺
亦数十万緑，後戸部侍郎王蕃発之，究治，皆様貨務銭也。」
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このようであり，何をもって償うのであろうか?葉通は自らが著した「財
総論」の中で，
「崇観以来，禁京専国柄，託以為其策出於王安石・曽布・昌恵卿之所
未工，故変紗法，走商買，窮地之宝，以佐上用，自謂其蓄蔵至五千万，
富足以備礼，知足以広楽，百修並闘，不幸党輿異同，屡復屡変。」
と言っている。
これは則ち，奈京は妙法を変えて銭を中都に集中させ，なお外の要因も
含めるが，一方では権貨務に沢山の貯積をさせて，これをもって彼の成績
を誇り，また君主に宰相は察京で、なければこのような成績を成就すること
はできないと信じさせ，則ちそうすることによって彼の地位を強固なもの
とした。別の一方では費沢のし放題で，そうしなければ必ず困難が多くて
手が回りきらなく，種々の費用を応副できなかったからであろう。
また崇寧の初めに夏人の侵入があったが未だ止まず，費用は勿論己に不
足していた。禁京が政治を担当するに当たって，彼は彊士を開拓して功を
建てたいと願った。陳西路方面では兵を濯に用い，崇寧2年4月に謹州，
3年4月には郵州 4年3月に銀州，大観2年4月に挑州を回復して，禁
京はつねにこれによって昇級した。しかし国境地域は遠く，やる気があっ
ても及び難く，得るところより失うところの方が多L、。築城して駐成すれ
ば費用は益々多くかかり，しかも糞州では大観3年6月に河水がまた横流
しT:当時の種々の巨費は，多くは売紗によって償ったが，陳次升の『議
論集』の徽宗に上げた各奏を見れば，塩紗銭と国用との関係及び当時の財
政の措据の情況が見え，彼の「上徽宗論中都費用状」には，
「臣聞元豊庫昔年所積財吊甚多，近歳関辺，支遣殆童，権貨務全籍売
紗，如間売妙之金，己是窒乏，都商務近来商旅稀少，歳課不登，旦国家
外有戎狭之費，内有河肪之患，百宮之俸給，軍旅之衣糧，凡百用度不賀，
帥見葉適『水心先生文集』巻4財総論20
制見『宋史Jl19及20徽宗本紀。
同見向上書巻20徽宗本紀。
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而利源開乏，府庫空虚，以至於此，不可不慮。伏望朝廷早賜講求利害，
以通貨財，以実倉庫，母使倉卒之間，不足於用，以胎国患。」
といっている。また「上徽宗収連外|状」にも，
i(上略)如聞侠西路新築城案，毎歳所費不質。而浬州一年，自費二
百八十余万，未審何処糧儲，可以供鷺?有何銭物，可以応副?......河北
路黄河決溢之後，民多流移，甚是凋倣。J
と言っている。
要するに，察京の「崇寧初吉輿辺事，用兵連年不息1から，財政は甚だ
措据した。虞策が徽宗に上げた奏によれば， I中都経費，歳六百万，輿天
下上供之数略相当」とあって，しかも「諸道随一月所須，旋為裏会，汲汲
然不能終日。」とある。この種々の情況の下では流れは既に節約できなく，
源はまた開いたままで仕方なく，主として塩から償いを取った。従って奈
京の紗法の変転及び屡々の更易は，みな理由がないわけではない。吾々は
当時の環境を根拠として自然に出てきたもの，或いは人為的に起きたもの
に分別して以上のように明解にした。紗塩制の変転について，吾々はその
錯綜して複雑な各方面の関係を，種々の理由があって，この変転が必然的
に出されたことを明瞭にすべきである。これは勿論葉京本人と関係がある
が，その実はまた奈京はやむを得ずこのようにした要因も存在していた。
(13) 上徽宗論中都費用状及上徽宗論収謹州状倶見陳次升『謙論集』巻2，惟何年所
上，不得而詳，観其文義，当在大観政和問。
帥語見『宋史jJ351越挺之伝。
帥 『宋史jJ355虞策伝言策「入為吏部尚書，奏疏徽宗請均節財用J，日， r臣比在
戸部見中都経費，歳六百万，輿天下上供之数略相当，嘗以祖宗故実考之。皇祐所
入，総三千九百万，而費綾三之一，治平四千四百万，而費五之一，熊寧六千六十
万，而費蓋之，今諸道随一月所須，旋為哀会，汲汲然不能終日，願深裁浮冗，以
寛用度。」云云。
